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　９月27日、西条市長伊藤宏太郎団長、
議長楠學副団長をはじめとして行政、議
会、産業関係者の一行21名が我が市を友
好交流のため訪問し、李光耀保定市人民
代表大会主任と会見した。
　李光耀主任は代表団の訪問に歓迎の意
を述べ、近年保定市が新エネルギー、自
動車、電子機器類などの優秀な製造産業
を促進し、生産拠点となっていることを
説明した。
　西条市は農業、工業、製造業の発展都
市であり、両市の生産品の貿易、工業、
農業の領域でさらなる交流を深めれば、
両市の繁栄が実現する。
　伊藤宏太郎市長は、この訪問で保定市
の経済と社会発展の状況を詳しく視察し、
双方が理解を深め、多くの領域でさらに
協力し、共に発展することを希望すると
述べた。
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保
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代
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▲保定市人民代表大会常務委員会　李光耀主任と ▲外壁に太陽光電池をつけた電谷錦江国際ホテル

▲保定市の大通りの様子▲太陽光パネル製造会社「英利緑色エネルギー」の若者と
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友
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友
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光
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光
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ま
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光
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光
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友
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。
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光
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光
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。

　

今
回
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中
を
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定
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友
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交
流
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し
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、
都
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技
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農
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等
の
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い
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目
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い
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展
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い
く
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て
い
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す
。

　

代
表
団
の
来
訪
は
地
元
の
新
聞

「
保
定
日
報
」
で
報
じ
ら
れ
、
そ

の
内
容
は
保
定
市
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
の
号
外
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
伊
藤
市
長
・

楠
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
21
名
が
９
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
ま
た
藤

田
副
市
長
・
児
玉
副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
２２
名
が
１０
月
23
日
か
ら
27

日
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
、
河
北
省
保
定
市
を
は
じ
め
、
大
連
市
、

北
京
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。


